
- 9 -

国 語 科 学 習 指 導 案

日時：平成２１年１１月１１日
指導学級： ２年３組３８名
指導者： 教諭 鈴木 雅

１ 学習材名 「考えるイルカ」 村山 司

２ 育成を目指す言語能力
書き手の論理の展開の仕方を的確にとらえ，内容の理解に役立てること。

学習指導要領〔第２学年「C 読むことイ」〕

３ 学習材設定の理由
（１）学習材観

本学習材は，イルカの思考方法を調べるためにいくつかの訓練及び実験を行い，その結果につ
いて筆者の考察や判断を述べた文章である。私たちが思っている「イルカは賢い」という認識に
対して，訓練や実験を通して「賢い」とはどのようなことなのかが書かれている。

本学習材の文章構成は，一種の額縁構造になっている。最初に筆者の問題提起「イルカは賢い
か。（賢いとはどういうことか。）」があり，最後に結論「イルカとヒトの『賢さ』は単純に比べ
られない。」がいる。その中に，本論となるイルカに行った訓練及び実験，それに対する筆者の
考察が書かれている。

表現の特徴としては，実験に対する考察において，「～考えられる。」「～ではなかろうか。」な
どと断定を避ける文末表現から，筆者の研究者としての姿勢が表れている。また，「まず」「次に」
などの言葉で実験の手順が分かりやすく書かれているのも特徴の一つである。

本学習材における筆者の考察は，実験結果を根拠として述べている部分だけではなく，推論で
述べられている部分も多い。筆者はその推論に説得力をもたせるために，イルカと同じように賢
いといわれるチンパンジーの実験結果を例に挙げたり，多くの読み手が納得するであろう場面を
具体例として提示したりしている。これらの工夫についても理解させ，論理の展開の仕方を学ば
せたい。

（２）生徒観
本学級は，男子１９名，女子１９名，計３８名である。与えられた課題に対して意欲的に取り

組む姿が見られる。はじめは，話合い活動や，ペア学習に取り組むことを苦手としている生徒が
見られたが，他の意見を積極的に取り入れるよう指導を続けたところ，徐々に級友の話を聞いて
メモをとったり，友達の意見を参考に自分の考えをまとめ直そうとする姿が見られてきた。

今年度の仙台市標準学力検査の結果と，説明文の内容読み取りの問題ごとの正答率は以下のと
おりである。

読む 全体 問 題（出題のねらい） 期待正答率 本学級

期待正答率 62.2 68.0 文章の展開に即して内容をとらえることができる。 85.0 83.8
本学級平均 64.6 73.5 文章の構成や展開を正確にとらえることができる。 60.0 55.0

文章の展開に即して内容をとらえることができる。 75.0 71.2
文章に表れているものの見方や考え方を理解することができる。 45.0 50.5
文章の展開に即して内容をとらえ，要約することができる。 40.0 18.9

クラス全体の傾向を見ると，本学級の読む能力は期待正答率を上回っている。しかし，設問ご
とに分析すると，上回っているのは文学的文章の読み取りであり，説明的文章の問題では上記の
表のとおり，ほとんどの設問で期待正答率を下回っていた。特に「文章の内容を把握し，要約す
る問題」と「文章の構成や展開を正確にとらえる問題」での正答率が低かった。このことは１年
次の説明的文章の学習の際に，文章の内容を把握することに重点を置き，筆者の文章の書き進め
方や，構成の展開についての学習が十分に理解しかねたことが原因であると考える。
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（３）指導観
現行の学習指導要領の「読むこと」の指導事項に，書き手の論理の展開の仕方を的確にとらえ，

内容の理解や自分の表現に役立てることが示されている。〔第２学年「C 読むことイ〕これは「文
章の構成や展開」を正確にとらえる力を基盤として，それを一層高めるとともに，その力を「自
分の表現に役立てること」に指導の重点を置いている。

このことから，今回の学習ではまず，文章全体が額縁構造になっていることを確認し，「賢い」
とはどういうことかという問題提起に対して，賢さを単純に比較することはできないという結論
に至るまでにさまざまな実験を取り入れて書き進めていることを確認する。（第１時）そして，
結論に至るまでに取り組んださまざまな実験や，そこから考えられる考察の書かれ方に着目させ，
筆者の文章の述べ方の特徴に気付かせたい。具体的には，事実と考察が書かれている文末の表現
を注意深く読ませることで，実験結果は断定的に述べられているが，考察部分は，断定の表現を
避け，筆者が研究する立場として慎重に答えようとしている姿勢を読み取らせる。（第２時）さ
らに，筆者が自分の考察を書き進めるに当たって，自分の考えを補強するために具体例を三つ重
ねて述べたり，具体例を述べながら「～だろうか」と判断を読み手にゆだねたりすることで，自
分の考察を読み手に納得してもらう工夫があることにも気付かせたい。（第３時）

このことは，今回の新学習指導要領の「読むこと」の指導事項イには，文章全体と部分の関係，
例示や描写の効果，登場人物の言動の意味などを考え，内容の理解に役立てることとある。具体
的には各段落が文章全体の中で果たす役割についてとらえ，叙述の順序が書き手の考えにどのよ
うな説得力をもたらしているかを考えながら読むことを求めている。また「例示」の効果につい
ては，文章中に示されている具体的な例が書き手の論の展開の中で果たしている役割を考えるこ
とが重要であると説明されている。

４ 研究主題とのかかわり
本校の研究主題「確かな学力をはぐくむ学習指導の在り方」

～自分の考えをもち，交流し学び合う生徒の育成を通して～
国語科では，

① 自分の考えをもたせる課題を設定し，書く活動を取り入れる。
② 机間指導を工夫し，生徒の状況を把握する。
③ 一斉形態やグループ学習，ペア学習で，お互いの考えを伝え，さらに自分の考えをもつ。

という手だてを取り入れて授業を行っている。
確かな学力をはぐくむためには，自分の考えを書くことが大切であるととらえ，意識的に自分

の考えを書く活動を取り入れている。さらに，自分の考えを土台に，級友と意見を交流し合い，
自分の考えに取り入れる。この流れを１時間の授業で繰り返し行うことで，他から学ぼうとする
姿勢や自分の考えを積極的に伝えようとする姿勢を身に付けさせたいと考えている。

本授業では特に以下のことに力を入れて取り組みたい。
① １時間の授業で授業で，級友の意見を通して考えが広まったり深まったりと，変容が見ら

れるような課題を設定し，発問を精選する。
② 座席表を活用しながら机間指導し，生徒の状況を的確に把握することで意図的に指名し，

生徒の思考に深まりをもたせる。
③ 授業を通して自分の考えがどのように変容したかをふり返り，まとめる時間を確保する。

５ 指導計画と評価
（１）指導計画(全４時間）

第１時 文章構成をとらえる。
全文を通読し，形式段落に番号を付け，筆者の問題提起（２段落）と結論（２３段落）を確認

する。さらに，２３段落「賢さを単純に比較することはできない」という結論を導き出すために
どのように文章が書き進められているかも確認する。

第２時 文章の書き進め方の特徴を確かめる。
１０～１５段落までを読み，イルカがどんなふうに物事を考えているかを探るために筆者が行

った実験を整理する。また文末の表現を注意深く読ませることで事実（実験結果）をもとに考察
を述べるという書かれ方になっていることにも気付かせる。
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第３時 文章の書き進め方の工夫と効果について考える。
実験②において，なぜイルカができなかったかを説明する際，筆者が自分の考え（考察）に説

得力をもたせるために，どのような工夫をしているか考える。また，その工夫にはどのような効
果があるかを考えさせる。

第４時 筆者の書き進め方を理解する。
学習全体のまとめとして，筆者が「賢さは単純に比較することはできない」という結論に導く

ためにどのような工夫点があったか振り返らせる。その中で，具体例を挙げるときには近い存在
を例として提示することが読み手に納得してもらいやすいことや，問題提起から結論に導くため
の文章構成の工夫を「本学習で学んだこと」として書かせる。

（２）評価

具体的な評価規準 Ａと判断する具体的な姿 Ｃの生徒に対する手だて

国語への 学習活動の見通しを持ち， 自分の考えを積極的に伝えよ 学習のねらいを確認し，
関心・意 意欲的に取り組もうとして うとする姿が見られ，友達の 見通しを立てさせる。
欲･態度 いる。(第１時） 意見を参考に自分の考えをま

とめ直そうとしている。

学習のまとめとして，本学 例示の効果や，考察の書き進 今まで学習したことをノ
習で学んだことを意欲的に め方と言った，授業で学習し ートでふり返らせ，学ん
書こうとしている。 たことを具体的に取り上げな だことを一つあげさせて
（第４時） がらまとめようとしている。 書かせる。

読むこと 筆者の問題提起とそれに対 問題提起と結論の間に，筆者 問題提起と結論の部分を
２年Ｃイ する結論を読み取り，全体 の疑問とその答えが書かれて 線を引かせ，確認させる。

的な文章構成をとらえてい いることを理解し，文章全体
る。（第１時） が二重構造のようになってい

ることをとらえている。

実験と考察の述べ方に注意 考察はあくまでも実験（事実） 文末表現に線を引かせ，
して読み，それぞれの特徴 をもとにした考えであること 実験と考察の述べ方の違
をとらえている。（第２時） を具体例を挙げながら説明で いに気づかせる。

きる。

筆者の考察の書き進め方に 教科書から具体的に工夫をあ 前時の断定を避けた表現
注意して読み，その工夫の げ，その効果を自分の言葉で の効果を思い出させ，他
効果を読み取っている。 説明している。 の工夫点についても考え
（第３時） させる。

筆者の説明の仕方や文章構 文章構成の工夫や，例をあげ 筆者の書き方で分かりや
成の仕方について学習した ることでの効果，順序を示す すかったことを一つあげ
ことを読み取っている。 語を用いることでの分かりや させ，それがなぜ分かり
（第４時） すさなど学習したことを，自 やすさにつながるのかを

分の言葉でまとめている。 考えさせる。

言語につ 読めない漢字や分からない 語句の文章の中での意味やイ 辞書を使って調べさせ，
いての知 語句の意味を調べている。 メージを明確に把握し，自分 文章中であてはまる意味
識・理解 の言葉で表現している。 を確認させる。
・技能
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６ 本時の指導
（１）本時の提案

筆者の書き進め方の工夫を考えることで，分かりやすく伝えようとする筆者の説明の工夫や，
読み手に納得してもらおうとする筆者の意図を理解させたい。また，ペア学習や一斉学習など学
習形態を工夫し，自分の考えを深めさせたい。

（２）本時のねらい
筆者の書き進め方の工夫について考える。

（３）本時の展開 「考えるイルカ」 ３／４時間目

段階 指示・発問 学習活動(予想される生徒の反応） 評価・留意点

導入 ① 本時のねらいの確認。 ① 本時のねらいを確認する。

筆者の書き進め方の工夫を読み取る。

展開 ② １６～１９段落までを範読 ② 本時の学習する部分を範読する。
する。

③ １８段落を考察の書き進め ③ 考察の書き進め方に注意して読む。
方に注意させながら３名に音
読させる。

④ ④
・断定を避けた書き方になっている。 〈留意点〉

１８段落では，筆者は自分の ・問いかけを用いている。 どこの部分が
考えを書き進める上で，どの ・チンパンジーの例を挙げている。 工夫されてい
ような工夫をしているだろう ・えさやサメの場面を挙げている。 る点なのか分
か。箇条書きで三つノートに かるように教
書きなさい。 科書を引用さ

せたい。
〈机間指導〉

⑤ 意見を全体で交流する。 ⑤ 断定を避けた表現と問いかけの表現
理由も合わせて発表させたい は表現の仕方の工夫であることを確認 〈留意点〉

する。 机間指導で生
○あくまでも考察であるので，「～かも 徒の考えを見
しれない」といった断定を避けた表現と 取り，意図的
なっている。 指名で考えを
○読み手への問いかけは，読み手に判断 全体で交流し
をゆだねることで筆者の考察に納得させ たい。
ようとする効果がある。

⑥ １８段落のチンパンジーの ⑥ 二つの例の役割を確認しながら１８
例とえさとサメの場面の役割を 段落を斉読する。
確かめながら斉読させる。
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⑦ ⑦ 〈留意点〉
〈チンパンジーの例〉 机間指導で生

１８段落で使われている具体 １．逆に考えることは推移性が分かると 徒の考えを見
的な例が，筆者の考えを書き されるチンパンジーでもできないのだ 取り，意図的
進める上でどのような役割を からイルカにもできないと納得させる 指名で考えを
もっているだろう。どちらか 役割。 全体で交流し
選んでノートに３行で書きな ２．チンパンジーがヒトに近いとされる たい。
さい。 動物であることから，我々が比較する 〈評価〉

とき，ヒトを基準にしていることに気 筆者の考察の
付かせる役割。 書き進め方に

〈机間指導〉 ３．ヒトと動物の賢さを比べることはで 注 意 し て 読
きないという２０～２２段落を導き出 み，段落の役
す役割。 割を読み取っ

〈えさ･サメ〉 ている。
１．具体的な場面を出して分かりやすく

説明する役割。
２．１９段落の物事を逆に考えることが

少ないという答えを具体例を挙げなが
ら説明する役割。

３．２３段落の生態が異なるシステムと
いうことを具体的に説明する役割。

〈留意点〉
⑧ペア学習で意見交流する。 ⑧・⑨ 赤ペンを持ち，自分の答えを補 補足･修正の

足，修正する。 時間をしっか
⑨ 全体で意見交流する。 り 確 保 し た

い。
⑩ 振り返り ⑩ 本時の学習を振り返る。

○１８段落の役割はいろいろあることが 〈留意点〉
今日学習したことを振り返っ 分かった。 授業を通して
て分かったことをノートに３ ○１８段落はこの後に続く，賢さは簡単 分かったこと
行でまとめなさい。 に比較できないことを例に挙げて説明す 振り返り，ま

る大事な役割があることが分かった。 とめる時間を
○チンパンジーの例は単純に賢い動物と 確保する。
いう点だけで例に挙げられたものではな
いことが分かった。
○１８段落の役割が単に１９段落を詳し
く説明しているだけではなく，その後の
考えを導き出すためのものであることが
分かった。

終結 ⑪ 本時のまとめとして，何人 ⑪ 代表生徒の発表を聞く。
かの生徒に発表させる。

（４）本時の評価

具体的な評価規準 Ａと判断する具体的な姿 Ｃの生徒に対する手だて

読むこと 筆者の考察の書き進め方 教科書から具体的に工夫 前時の取り組んだことや
２年Ｃイ に注意して読み，段落の をあげ，段落の役割を自 板書例を参考にさせて取

役割を読み取っている。 分の言葉で説明してい り組ませる。
（第３時） る。
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（５）板書計画
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